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ゆっくり本を楽しむ

今月のおススメ

酷暑を過ぎ、だんだんと秋の気配を感じる頃。郷愁を感じるなつかしいふるさ
との思い出として、里山の風景や「家」を連想する方もいることでしょう。世界
にはどのような家があるのでしょうか。

今月は「家」関連の本をご紹介します。

「こんな家にすんでたら」
ジャイルズ・ラロッシュ　著

「茅葺きを守って三十年」
茨城茅舎の会「30 年誌編集
委員会」　著
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茅葺きを守って三十年
　日本の原風景そのものを思い出すよ
うな茅葺屋根の建物。今では貴重な建
造物になっています。かつての茅葺き
屋根の背景には、材料の供給から葺き
替えの作業まで、人と人のつながりに
よる相互扶助によって支えられている
側面が大きいことが、この本を読むと
分かります。

茨 城 県 の 茅 葺 住 宅
の 中 で、 本 市 か ら は 
3 軒の茅葺住宅が紹介
されています。とても
貴重な本です。

ぜ ひ 一 度 手 に と っ
てご覧ください。

こんな家にすんでたら
　世界のさまざまな家を紹介している
絵本です。

たくさんの部屋にたくさんの人が住
んでいる家、動物も一緒に住んでいる
家、洞窟の家など、面白い家がたくさ
ん出てきます。世界にあるとてもユ
ニークな家々を知れば、想像力と冒険
心が刺激されることでしょう。

ペーパークラフ
トを用いて描かれ
ているイラストも
魅力的です。

皆さんはどんな
家に住んでみたい
ですか？ 茨城茅舎の会偕成社

スポーツで『地域』を元気に
問 スポーツ振興課
☎ 029-898-9907

図書館ボランティアグループを紹介
図書館ボランティア「ひばりの会」
　空高く舞うひばりのように楽しく活
動しようと名付けられました。
　図書整理や蔵書点検、不要図書のリ
サイクルのお手伝いなど、本好きな仲
間同士 8 人で活動。会員募集中です。問 図書館 ☎ 029-897-0647

図書館のホームページでは、利用案内や図書
検索など図書館の情報を掲載しています▶

■休館日： 月曜日（㊗の場合は翌日）、図書整理日
◎お話会：10 月 14 日土午前 10 時 30 分から
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WEBで投稿
できます

投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。10月4日水までに秘書広報課（〒315-8512上土田461）へお願いします。
※応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。
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　今月は、志戸崎の市民学芸員・貝
かいつか

塚久
く み こ

美子さんが、 
地域のお寺と集落の関係について語ってくれました。

地域の寺院と
コミュニティ

ｰ志戸崎集落の慈眼寺ｰ

　志戸崎集落のほぼ中央に位置する
青
せいりゅうさん

龍 山慈
じ が ん じ

眼寺は、真言宗寺院で南北
朝時代に開山したと伝わっています。
ご本尊は木造十一面観音菩薩立像で、
市の指定文化財になっています。

山 門 の 左 側 に
は、「筆

ふ で こ

子塚
づか

」の石碑があります。この石碑は、江
戸時代に慈眼寺の寺子屋で読書算術の師匠を務めた
浅
あ さ の

野南
なんれい

嶺の遺徳を偲び、筆子（教え子）が建てた供
養塔です。石碑の立派さから、多くの筆子がいたも
のと考えられ、弟子を愛し、弟子から慕われた素晴
らしい教育者の姿を垣間見ることができます。ま
た、お寺が「学びの場」として集落の人々と密接に
関わっていたことを感じられます。

お寺の役員の方にお話を伺うと、小さい頃に本堂

の裏山で遊んだことや学校の夏休みには境内で早朝
のラジオ体操をしたことなど、子どもの頃の思い出
を次々に語ってくれます。その楽しげな口調からは、
お寺を身近な場所と捉える精神風土を感じます。

地域の人々から親しまれ
た 慈 眼 寺 は、 昭 和 49 年 に
本堂の大規模修理が行われ、
盛大な落慶法要が執り行わ
れました。

新しくなった本堂では、先人のバトンを引き継ぐ
かのように女性の講師によるそろばん教室が営まれ
ました。本堂は、学童のにぎやかな声がこだまする、
とても居心地の良い空間であったといいます。

このそろばん教室は、平成 10 年頃まで行われて
いたそうです。現在、慈眼寺は住職不在のお寺です
が、檀家の協力でその歴史が守り伝えられていま
す。静かな境内のきれいに掃き清められた参道を歩
くと、歴史の風を感じることができ、時には小鳥の
さえずりも聞こえてきます。

お近くにお越しの際には、ぜひ慈眼寺へ散策にお
立ち寄りください。
▶所在地：志戸崎 788（歩崎公園から徒歩約 6 分）
問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017

慈眼寺の本堂▶

木造十一面観音菩薩立像▶

KSCなかよしクラブ「スポーツ吹き矢」参加者の声をお届け

種目

スポーツ広場、硬式テニス、太極拳、
卓球、フットサル、よさこいソーラン、
軽音楽、社交ダンス、ウォーキング、
グラウンド・ゴルフ、英会話広場、
スポーツ鬼ごっこ、スポーツ吹き矢

連絡先

KSC なかよしクラブ
　☎ 090-2417-8502（大和）

KSC エンジョイスポーツ 
　☎ 090-2420-7846（高田）▲詳細

　毎週木曜日、千代田講堂の静かな雰囲気の中で 28 人の仲間が練習に励んでいます。的に向かって礼をして、
筒を捧げる動作の後ゆっくりと的を狙い、「フッ」と矢を吹く。そして、的の中心に矢が当たる。射手はニコリ
として次の動作に。皆さんが心技一体となり楽しんでいます。

◉金子さん／女性
吹き矢との出会い
▶ 同級生に誘われて始めました。活動 4

年目ですが、毎週の練習が楽しみです。
吹き矢の良いところ
▶ 高点数の場所に当たると、仲間がたたえ

てくれて、二重の喜びがこみあげます。
勧めたいポイント
▶ 肺機能や集中力がアップします。また、仲間ができ、

良いことばかりです。一緒にやりましょう。

◉塙さん／男性
吹き矢との出会い
▶ 4 年前に指導者の方に誘われて始めまし

た。今は 6 ～ 7 段の腕前です。
吹き矢の良いところ
▶ 「楽しくなければ、吹き矢じゃない」の

格言通り、楽しく練習できます。
勧めたいポイント
▶ 喘息気味が吹き矢で腹式呼吸をしたため改善しました。

的に当たった時は格別です。一緒にやりましょう。

「総合型地域
スポーツクラブ」に
参加しませんか？

今月のテーマ


